
の診断書
ついて

今月の診断書N0.358－－－-----------S ≡ －　//

li_，

－　　　 -－ 　 　 － -

一 　 一　 ・ 　 　 -

－ 　 　 　 -一 　 　 　 一
- 　 　 -- 　 　 -
- 　 -一 　 一一 　 -

　 一

－ 　 　 -一 　 一－ 　 -
－ 　 -
一 　 一一 　 一

消化器科部長医師

よしひこ

小牧市民病院

たち　　よしひこ
舘桂彦

　
今
回
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば

れ
る
肝
臓
に
生
じ
る
肝
癌
に
関
し
て

の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

肝
癌
に
つ
い
て

　
原
発
性
肝
癌
の
約
9
5
％
は
肝
細
胞

か
ら
発
生
す
る
肝
細
胞
癌
で
あ
り
、

約
５
％
が
胆
管
か
ら
発
生
す
る
肝
内

胆
管
癌
で
す
。
肝
癌
は
初
期
に
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

腹
部
の
し
こ
り
や
圧
迫
感
、
痛
み
、

お
な
か
が
張
っ
た
感
じ
な
ど
の
症
状

を
訴
え
て
病
院
を
受
診
さ
れ
た
時
点

で
す
で
に
進
行
癌
で
あ
る
と
い
う
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
肝
癌
の

多
く
は
慢
性
肝
疾
患
を
基
礎
と
し
て

発
生
し
、
特
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
す
る
も
の
が
約
7
0
％
、
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
も
の
が

約
1
6
％
と
主
に
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝

疾
患
を
基
礎
疾
患
と
し
て
い
ま
す
。

1
0
％
前
後
は
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
、

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肋
肝
炎
の
患
者

か
ら
発
癌
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
肝

癌
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
慢

性
肝
疾
患
患
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
多
飲

者
、
脂
肪
肝
炎
患
者
に
厳
密
に
検
査

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
早
期
発
見
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
癌
と
い
え
ま
す
。

肝
癌
の
診
断

　
肝
癌
の
診
断
に
は
、
血
液
検
査

（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
｡
Ｐ
Ｉ
Ｖ
Ｋ
Ａ
Ｈ

｡
Ａ
Ｆ
Ｐ
‐
回
な
ど
）
、
甲
ョ
ｏ
ｔ
腹
部
エ

コ
ー
、
造
影
剤
を
使
用
し
た
ソ
ナ
ゾ

イ
ド
造
影
エ
コ
ー
、
造
影
剤
を
使
用

し
た
D
y
n
a
m
i
c
‐
C
T
、
造
影
剤
を
使

用
し
た
プ
リ
モ
ビ
ス
ト
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
入

院
に
て
施
行
さ
れ
る
血
管
造
影
、
血
管

造
影
Ｃ
Ｔ
、
組
織
生
検
が
有
用
で
す
。

す
べ
て
の
検
査
に
長
所
と
短
所
が
あ

り
、
例
え
ば
造
影
剤
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
方
、
腎
臓
の
機
能
の
低
下
し
た
方

に
関
し
て
は
造
影
剤
の
使
用
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
種
類
の

検
査
の
み
で
診
断
を
確
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
確
定
診
断
に
い

た
る
の
が
実
際
で
す
。
慢
性
肝
疾
患
の

患
者
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
検
査

を
少
な
く
と
も
６
ヵ
月
毎
に
行
い
、
肝

癌
の
早
期
の
発
見
に
努
め
ま
す
。

肝
癌
の
治
療

　
肝
癌
の
治
療
は
外
科
的
治
療
と
内

科
的
治
療
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
肝
機

能
が
良
好
で
、
肝
癌
が
手
術
に
よ
っ

て
切
除
が
可
能
と
診
断
さ
れ
た
場
合

は
外
科
的
に
肝
切
除
術
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
肝
癌
は
慢
性
肝
疾

患
を
基
礎
と
し
発
生
す
る
こ
と
が
多

数
で
あ
り
、
肝
機
能
が
悪
化
し
て
い

る
場
合
が
多
い
た
め
、
肝
切
除
後
に

肝
不
全
を
来
す
可
能
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
内
科
的
治
療
が
選

択
さ
れ
ま
す
。
内
科
的
治
療
で
は
、

肝
癌
の
大
き
さ
、
数
、
血
管
浸
潤
の

有
無
、
肝
予
備
能
を
考
慮
し
て
基
本

的
に
日
本
肝
臓
学
会
の
提
唱
す
る
肝

癌
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
治

療
方
法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
当
院
で

は
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
、
肝
動
脈
塞
栓

術
、
肝
動
注
化
学
療
法
、
肝
癌
分
子

標
的
薬
の
標
準
的
治
療
が
可
能
で
す
。

治
療
困
難
な
肝
癌
に
対
し
て
も
、
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
Ｒ
Ｖ
Ｓ
（
R
e
a
l
‐
t
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i
r
t
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o
g
r
a
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h
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）
を
併
用
し

た
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
や
、
多
軸
血
管

撮
影
装
置
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
を

併
用
し
た
肝
動
脈
塞
栓
術
な
ど
に
よ

っ
て
積
極
的
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
2
3
年
度
は
ラ
ジ
オ
波
焼
灼

術
8
8
例
、
肝
動
脈
塞
栓
術
１
７
０
例

の
治
療
が
当
院
に
て
施
行
さ
れ
東
海

地
区
内
で
も
一
、
二
を
争
う
症
例
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
新
規
に
開

発
さ
れ
た
内
服
薬
で
あ
る
肝
癌
分
子

標
的
薬
（
ネ
ク
サ
バ
ー
ル
錠
）
に
よ

る
化
学
療
法
に
関
し
て
も
、
副
作
用

対
策
を
行
い
な
が
ら
承
認
以
来
、
多

数
の
治
療
経
験
（
約
2
0
例
）
を
積
ん

で
い
ま
す
。
当
院
で
は
肝
癌
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
し
て
、
肝
臓
移
植

術
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
治
療
が
施

行
可
能
で
あ
り
、
肝
臓
移
植
術
に
関

し
て
も
大
学
病
院
と
の
連
携
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
民
病
院
は
平
成
1
7
年

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
「
地
域
が

ん
診
療
拠
点
病
院
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
尾
張
北
部
地
域
の
先

進
肝
臓
癌
診
療
の
中
心
を
担
う
病
院

で
あ
り
続
け
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
合
先
市
民
病
院
（
�
7
6
－
４
１
３
１
）
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